
遠賀川水系河川整備計画（案）と遠賀川水系河川整備計画との対比表
意見：北九州市の人口は１００万人を切っているため、表現の変更が必要。 対応：意見を取り入れて計画に反映。

【福岡市人口：1,418,183人（H19.1.11時点 、北九州市人口：990,51）
2人（H19.1.1時点 】）

頁 遠賀川水系河川整備計画（案） 遠賀川水系河川整備計画

P8 （７）人口 （７）人口

（前文省略） （前文省略）

筑豊地方が福岡市近年は、石炭産業に変わる新しい産業の振興と筑豊地方が人口１ 近年は、石炭産業に変わる新しい産業の振興と

００万人を擁する福岡市、北九州市のベットタウンとして位置づけ 位置づけられることから、人口はと北九州市のベットタウンとして

られることから、人口は定着か若しくは微増の傾向にあります。 定着か若しくは微増の傾向にあります。



遠賀川水系河川整備計画（案）と遠賀川水系河川整備計画との対比表
意見：P22表2.2.1遠賀川における水利権量は現時点での最新の水利権量なの 対応：最新の水利権量で計画に記載。

か

頁 遠賀川水系河川整備計画（案） 遠賀川水系河川整備計画

P22

表2.2.1 遠賀川における水利権量 表2.2.1 遠賀川における水利権量

件　数
水利権量

(m
3
/s)

許　可 70 13.81

慣　行 24 5.07

9 6.40

32 7.50

0 0.00

0 0.00

135 32.78

許　可 72 15.93

慣　行 24 5.07

15 7.41

43 9.12

1 0.30

0 0.00

155 37.83

出典）遠賀川河川事務所資料（平成16年度末時点）
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件　数
水利権量

(m
3
/s)

許　可 70 13.81

慣　行 24 5.07

5 6.17

30 7.13

0 0.00

0 0.00

129 32.18

許　可 72 15.93

慣　行 24 5.07

10 7.19

41 9.06

2 1.21

0 0.00

149 38.46

出典）遠賀川河川事務所資料（平成18年度末時点）
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遠賀川水系河川整備計画（案）と遠賀川水系河川整備計画との対比表
意見：P24～P29の出典等の修正。 対応：意見を取り入れて計画に反映。

頁 遠賀川水系河川整備計画（案） 遠賀川水系河川整備計画

P24～ ２．２．２自然環境 ２．２．２自然環境

P29 ○P24～P29 ○P24～P29

（環境省 （福岡県） （環境省 （福岡県 。）、 ）、 ）ＲＤＢ ＲＤＢ

○P26 ○P26

写真2.2.10 オオヨシキリ（福岡県：絶滅危惧Ⅱ類） 写真2.2.10 オオヨシキリ（福岡県 ）ＲＤＢ：準絶滅危惧

○P29 ○P29

表2.2.2遠賀川水系で確認された特定種の以下の鳥類について、 表2.2.2遠賀川水系で確認された特定種の以下の鳥類について、

修正。 修正。

・チュウサギ ・チュウサギ

（福岡県：情報不足） （福岡県ＲＤＢ： ）準絶滅危惧

・イカルチドリ ・イカルチドリ

（福岡県：準絶滅危惧） （福岡県ＲＤＢ： ）絶滅危惧Ⅱ類

・オオヨシキリ ・オオヨシキリ

（福岡県：絶滅危惧Ⅱ類） （福岡県ＲＤＢ： ）準絶滅危惧



遠賀川水系河川整備計画（案）と遠賀川水系河川整備計画との対比表
意見：P31図2.2.2において、穂波川のＡ・Ｂ類型の境界は天道橋ではなく、 対応：意見を取り入れて計画に反映。

表2.2.3にある秋松橋地点である。

頁 遠賀川水系河川整備計画（案） 遠賀川水系河川整備計画

P31

図2.2.2 遠賀川水質環境基準地点及び類型指定指定状況図 図2.2.2 遠賀川水質環境基準地点及び類型指定指定状況図



遠賀川水系河川整備計画（案）と遠賀川水系河川整備計画との対比表
意見：P52「慣行水利の法定化等、適正な水利使用の調整を行う」と記載され 対応：意見を取り入れて計画に反映。

ているが、慣行水利は適正な水利使用でないとの誤解を生じることか
ら「慣行水利法定化等」を削除願いたい。

頁 遠賀川水系河川整備計画（案） 遠賀川水系河川整備計画

P52 ３．４河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標 ３．４河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標

関しては、上水道用水の補給等、河川への依河川の適正な利用については、取水実態等の変化をふまえ、慣行 河川の適正な利用に

存度が高い状況に鑑み、今後とも流水の利用の適正化や合理化が図水利の法定化等、適正な水利使用の調整を行います。

られるよう努めます。流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、動植物

の生息・生育及び利水等を考慮し、日の出橋地点において、かんが 流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、動植物

い期で概ね10m /sの確保に努めます。 の生息・生育及び利水等を考慮し、日の出橋地点において、かんが3

い期で概ね10m /sの確保に努めます。3



遠賀川水系河川整備計画（案）と遠賀川水系河川整備計画との対比表
意見：正常流量の確保に向け、下水処理水や既存ダムの有効活用等について 対応：今後大きな社会問題となるような渇水が発生した場合には、

調査検討を行うとしているが具体的にはどのような検討がなされるの その時点で状況に応じることを計画に記載。
か。

頁 遠賀川水系河川整備計画（案） 遠賀川水系河川整備計画

P54 ４．１．２河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 ４．１．２河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

と流水の正常な機能を維持するため、更なる流水の適正な水利用を維持していくために、河川流量及び取水量等を把 適正な水利用

利用の適正化や合理化を図ることとします。握し、河川利用者及び関係行政機関等との連携を図ります。

また、今後、大きな社会問題となるような渇水が発生した場合にまた、流水の正常な機能を維持するために必要な流量の確保に向

は、状況に応じて、下水処理水や既存ダムの有効活用等についてのけた方策の調査検討に努めます。

。調査検討を行うこととします

P68 ４．２．２河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する

整備 ４．２．２の文章を削除。

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の確保に向け、下水処

理水や既存ダムの有効活用等についての調査検討に努めます。

（１）異常渇水時等の対応

異常な渇水時においては、渇水に関する情報提供、情報伝達等の体

制を整備し、地域と連携を図り、渇水が発生した場合における影響

。 、 、の軽減に努めます そのために 水量・水質の監視を行うとともに

関係機関、利水者と情報の共有化及び連携を図り、水利使用の調整

が円滑に行えるようにします。


